
基準値 R1目標値 R1実績値 事業効果 事業の評価
総合戦略推進協議会等意

見
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 大鰐温泉もやし生産量 束／年間 64,521 69,521 93,020

指標② 事業承継の件数 件／累計 0 0 0

指標③ 大鰐ファンクラブの人数 人／累計 47 57 47

指標① 観光客入込客数 人／年間 695,000 751,000 639,871

指標②
プロダクト及びコンテン

ツの商品数
（4市町村総数）

件／累計 0 25 38

指標③

トップクリエイターと連
携して地元人材を育成
する地元クリエイター

（4市町村総数）

人／累計 0 10 14

Ｈ28～Ｒ2

事業期間
実績額
（単位：円）

指標

大鰐温泉もやしの若
手生産者の育成によ
り、生産量はKPIを達
成した。
事業承継について
は、今後、宿泊施設
や菓子店の担い手の
発掘、育成を目指
す。
町の魅力発信の部分
では、多様な情報発
信の充実・強化を図
る。

事業期間5年間のう
ち、R元年度は4年目
の年であるが、「おお
わにらんたん」のコン
テンツも定着しつつあ
り、地域活性化に効
果をもたらしている。

事業の継続

事業の継続

効果は顕著に現れるもの
ではないが、本事業が地
域活性化に繋がることが
望ましい。
町の魅力発信の仕方につ
いて,工夫が必要ではない
か。

町外のクリエイターだけで
なく、地元のクリエイターも
活用するべきではないか。
地元企業・クリエイターと連
携し、地域に貢献する人材
の育成をしてみてはどう
か。

地方創生に効
果があった

地方創生に効
果があった

33,937,487

2,448,600

交付金の種類

推進交付金

推進交付金

地方創生交付金に係る事業実施結果報告

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No

1

2

地方創生に
効果があった

地方創生に
効果があった

Ｒ1～Ｒ3

地域クリエイターと連携した新たな担
い手育成及びコンテンツ等開発事業

事業承継推進事業

交付対象事業の名称

重要業績評価指標（KPI） 実績値及び効果 外部有識者からの評価
実績値を踏まえた
事業の今後について



基本的な方向性
重要業績評価指

標
（ＫＰＩ）

農業就業者への支援においては、人・農
地プラン実質化のため、地域農業者との
話し合いにより、農地情報を共有し、優
良農地の確保・継承を図り耕作放棄地
の増加を抑える。
事業承継推進事業では、第三者による
事業承継の可能性がある事業者の担い
手発掘を進める。
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基幹産業である農業の
就業環境の充実を図る
とともに、伝統産業の後
継者育成による新たな
就業の場の創出など、
産業活性化による雇用
の拡大を図っていく。

①

地
域
の
産
業
を
活
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

〇新規就農者数
　Ｈ３０　２９人
　　　　↓
　　Ｒ７　３４人

〇事業所数
　Ｈ３０　３４７社
　　　　↓
　Ｒ７　現状維持

〇新規就農者数
　Ｒ１　１人／累計３０人

〇事業所数
　Ｒ１の数値について
は、Ｒ２年１２月に公表
予定
（直近の公表値）
　Ｈ３０　３４７社

②

働
く
場
づ
く
り

〇誘致企業数
　Ｈ３０　　７社
　　　　↓
　　Ｒ７　１０社

〇起業支援を受け
て起業した件数
　Ｈ３０　１件
　　　　↓
　　Ｒ７　５件

〇誘致企業数
　Ｒ１　２社／累計９社

〇起業支援を受けて起
業した件数
　Ｒ１　１件／累計２件

〇認定農業者数
　Ｈ３０　１２６人
　　　　↓
　　Ｒ７　現状維持

〇民営事業所従
業者数
　Ｈ２８　２，１７１人
　　　　↓
　　Ｒ７　現状維持

〇認定農業者数
　Ｒ１　１２５人

〇民営事業所従業
者数
　公表なし
（直近の公表値）
　Ｈ２８　２，１７１人

施策
重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

新規就農者及び担い手の安定的な
経営を支援するため、施設整備や
機械購入等の支援を実施。また、水
路や農道の維持管理支援等を行う
ことで農業就業者にとって作業しや
すい環境づくりに努めた。
事業承継推進事業では、町の廃業
危機となっている宿泊施設や菓子
店の担い手発掘・育成を目指し、候
補となり得る町内事業者のヒアリン
グを行った。個々の状況に合わせ
た支援と担い手の発掘・育成に努
める。

主な取組

地元就職支援においては、事業承継推
進事業、地域おこし協力隊の受入などを
通して、地元に雇用を生む取組を展開す
る。

第２期　大鰐町総合戦略　効果検証結果

今後の取組

廃業農家も増えている状況の中で、
農地の「売りたい」「貸したい」情報
をもっと提供したらよいのではない
か。個人だけでなく、農地を利用し
たい事業者もいるので、マッチング
を行い、農地の有効活用を図るべき
ではないか。

これまでの施策展開の成果・効果検証

町検証 総合戦略推進協議会等意見
数値目標

数値目標
実績

〇企業誘致
　・企業誘致推進事業

〇起業・創業支援
 ・未来を変える挑戦資金事業

〇地元就職支援
 ・移住支援事業

起業支援を受けて起業する件数が
少ない状況にある。町独自の起業
支援制度の充実が必要である。

地域経済の活性化を図るために
は、起業支援制度を充実させること
が必要である。

〇6次産業化支援
　・6次産業化支援対策推進事業

〇農業就業者への支援
　・農業人材力強化総合支援事業
　・機構集積協力金交付事業
　・農地中間管理事業
　・人・農地プランの実質化

〇農業生産活動の支援
　・多面的機能支払交付金事業
　・中山間地域等直接支払交付金事業

〇農業経営負担の軽減
　・果樹共済加入率向上推進事業
　・園芸施設共済推進事業
　・りんご黒星病緊急対策事業

〇農業経営体の育成
　・強い農業・担い手づくり総合支援事業
　・農業生産施設整備促進事業
　・農業経営法人化支援事業

〇産業活性化による雇用拡大
　・事業承継推進事業
　・地域クリエイターと連携した新たな担い
手育成及びコンテンツ等開発事業

基本
目標



出会いの場の創出においては、継続し
て圏域における事業を実施する。また、
結婚祝福を推進する新たな取組を検討
する。

妊娠から出産、子育てまで、切れ目のな
い、多岐にわたる子育て支援の充実を
図っていく。
また、子ども達の生きる力を育むため、
地域とのつながりを深める総合学習の
充実、さらにはタブレット端末などを取り
入れたＩＣＴ学習環境の整備を進める。

今後の取組
これまでの施策展開の成果・効果検証

町検証 総合戦略推進協議会等意見

安心して子どもを産み、育てられる
よう町の環境を整えるとともに、若
い世代の新規転入の促進に努めて
いく必要がある。切れ目ない支援を
展開していくべきである。

２
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出会・結婚・出産・子育
てなどの切れ目のない
子育て環境の充実に努
め、若い世代への支援
を強化するとともに、未
来を担う子ども達の「生
きる力」を育成し、子ども
達が将来に夢と希望を
持って成長できる環境
づくりに取り組む。

施策
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

①

出
会
い
・
結
び
を
育
む

基本
目標

基本的な方向性

②

産
み
・
”
お
お
わ
に

っ
子
”
を
育
て
る

数値目標
数値目標
実績

〇合計特殊出生率
　Ｈ３０　０．９３
　　　　↓
　　Ｒ７　現状より増加

〇合計特殊出生率
　公表なし
参考
　Ｈ２５～Ｈ２９平均
　１．３２

〇出生数
　Ｈ３０　３０人
　　　　↓
　　Ｒ７　現状より増加

〇出生数
　Ｒ１　３３人
参考
　Ｈ２９　　４２人

〇婚活イベントへの圏
域参加者数
　Ｈ３０　１０３人
　　　　↓
　　Ｒ７　１５０人

〇婚活イベントへの
圏域参加者数
　Ｒ１　８９人
参考
　町民参加者数　６人

弘前圏域定住自立圏において婚活
支援事業を実施し、出会い・結びの
場を創出したが、すぐに成果に結び
つくものではなかった。長期的視点
に立ち、取り組む必要があるが、町
独自の取組も今後検討する必要が
ある。

若い世代が参加したいと思う出会い
の場を継続的に創出していく必要が
ある。

〇安心して出産できるまちづくり
　・妊婦健康診査事業
　・妊婦歯科健康診査
　・特定・一般不妊治療費給付事業
　・風しんワクチン接種支援事業
　・ハイリスク妊産婦アクセス支援事業

〇子育て支援
　・定住促進・子育て住宅支援事業
　・大鰐の元気！もりもり子育て応援事業
　・子ども医療費給付事業
　・ひとり親家庭等医療費給付事業
　・保育料軽減事業
　・予防接種推進事業
　・遺児入学祝金等給付事業
　・就学援助費
　・インフルエンザ予防接種支援事業
　・保育事業
　・放課後児童健全育成事業

〇未来の人財づくり
　・特別支援教育支援事業
　・生きる力育成事業
　・児童通学安全対策事業

〇出会いの場創出・結婚祝福推進
　・婚活支援事業

主な取組

予防接種や医療費助成、各種保育
事業、就学援助、さらには出産のお
祝い品贈呈や子育て住宅支援な
ど、妊娠期から子育て期まで切れ
目のない支援の充実を図っている。
しかし、出生数の増加には直接結
びついていない状況である。



数値目標
重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

３

大
鰐
町
の
魅
力
を
高
め
”
わ
が
ふ
る
さ
と
”
の
創
出 〇ふるさと魅力アップ

　・魅力発信事業
　・スキー育成環境整備事業
　・ふるさと納税推進事業
　・事業承継推進事業
　・文化団体等育成支援事業

〇ふるさと教育支援
　・青少年社会参加活動事業

〇ふるさと回帰支援
　・首都圏等交流事業

数値目標
実績

〇町平均寿命の全国と
の格差
　Ｈ２７
　男２．５歳
（町７８．３歳、国８０．８
歳）
　女１．３歳
（町８５．７歳、国８７．０
歳）

　　　　↓
　　Ｒ７　男女ともに縮小

〇町平均寿命の全国と
の格差
　公表なし
（直近の公表値）
　Ｈ２７　男２．５歳
　　　　　女１．３歳

〇地域共生社会の推進
・コミュニティ活動支援事業

〇平均寿命を1歳延ばそうプロジェクト
　・健康イベント事業
　・健診・がん検診事業の拡充
　・健康の日の推進等
　・高齢者予防接種推進事業

〇雪対策
　・流融雪溝整備

〇安全・安心な福祉対策
　・自殺予防対策事業
　・見守り活動推進事業
　・福祉安心電話サービス事業
　・認知症施策推進事業

〇安全・安心な医療体制の整備
　・新診療所整備事業
　・医療確保対策事業

〇安全・安心な防災対策
　・防災対策事業

〇公共交通の活性化
　・公共交通活性化事業

主な取組

②

ふ
る
さ
と
魅
力
ア

ッ
プ

〇ふるさと納税者数
　Ｈ３０　　９１３人
　　　　↓
　　Ｒ７　２，０００人

〇町イベントに参画した子
どもの数
　Ｈ３０　２００人
　　　　↓
　　Ｒ７　３００人

〇ふるさと納税者数
　Ｒ１　９９１人

〇町イベントに参画した
子どもの数
　Ｒ１　２３８人

①

安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

〇特定健診受診率
　Ｈ３０　４６．０％
　　　　↓
　　Ｒ７　６０％

〇各種がん検診受診率
　Ｈ３０
　胃がん：２３．１％
　大腸がん：２３．４％
　肺がん：２０．３％
　子宮頸がん：３１．０％
　乳がん：３０．９％
　　　　　↓
　Ｒ７
　胃がん：４０％
　大腸がん：４０％
　肺がん：４０％
　子宮頸がん：５０％
　乳がん：５０％

〇デマンドバス新規会員
数
　Ｈ３０　２３人
　　　　↓
　　Ｒ７　２５人

〇流融雪溝の整備延長
　Ｈ３０　１０，０７７．７ｍ
　　　　↓
　　Ｒ７　１２，９００ｍ

〇特定健診受診率
　Ｒ１　４８．７％

〇各種がん検診受診率
　Ｒ１
　胃がん：　２３．１％
　大腸がん：　２３．２％
　肺がん：　１９．７％
　子宮頸がん：　３４．７％
　乳がん：　３３．８％

〇デマンドバス新規会員
数
　Ｒ１　３３人

〇流融雪溝の整備延長
Ｒ１　２８７．４ｍ
　　／累計１０，３６５．１ｍ

健康づくりは、健康長寿宣言に
基づいて多様な事業により推進
しており、今後も継続を要するも
のである。今後は健（検）診未受
診者や健康づくりに無関心な住
民を対象にアプローチを強化す
ることが必要である。
住民の安全安心な生活を維持す
るため、ほのぼの協力員や認知
症サポーター等関係機関のネッ
トワークや、福祉安心電話等機
器を活用した緊急時の把握な
ど、見守り体制の整備がされて
いる。
また、消防ポンプ車の更新、災害
時用の非常食の備蓄、防災行政
無線のデジタル化等により防災
対策の充実、強化を図った。

子ども達が地域文化に触れる機
会を設ける事業を行っており、郷
土愛を育むことができている。
町の魅力アップのため、さまざま
な事業を展開しているが、あまり
効果があがっていない。定住性、
地元への回帰性を高めるため、
さらなる取組が必要である。

高齢になっても社会と関わり、住民同士で
支え合うとともに、誰もが活躍できる地域づ
くりを推進する。
児童生徒に対するSOSの出し方教育の実
施に向けた検討をする。自殺対策では、
「つなぎシート」を活用し、庁内横断的に取
り組む支援体制を整備し、体制の強化を図
る。
また、災害時の非常食の備蓄等のほか、新
型コロナウイルス等の感染症に対応する避
難所の物品の備蓄など感染防止体制の強
化を図る。

伝統文化や産業の継承や交流などを通し
て、住民全体が町の魅力を再認識できるよ
う、また、地域全体の郷土愛を育てる取組
を推進する。

今後の取組
これまでの施策展開の成果・効果検証

町検証 総合戦略推進協議会等意見

駅からのメイン通りに防犯カメラを設
置してはどうか。住民だけでなく、観
光客も安心して歩けるまちづくりが必
要。防犯カメラは子ども達の安全対
策にも有効的ではないか。

大鰐小学校のマーチングバンドは素
晴らしいので、それを活かしたまちづ
くりを進めてみたらどうか。
マーチングのスキルを持った子ども
達が町に定住したいと思うきっかけ
の１つとして、一般町民で構成される
バンドを作るのも面白いのではない
か。
学校教育の面においては、引き続き
読書指導に力を入れつつ、学年相応
の基礎基本の定着、さらには新しい
チャレンジ精神を育む取組を行うべ
きである。

基本
目標

基本的な方向性 施策
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

誰もが住み慣れた地域
で、みんなで支え合い、心
身ともに健康で自分らしく
安心して暮らすことができ
る「地域共生社会」を推進
するとともに、ふるさとの
魅力アップやふるさと教育
を拡充し、定住性やふるさ
とへの回帰性を高めてい
く。



ＵＩターン支援を強化するため、地域おこ
し協力隊の受入れ、お試し居住体験制
度の導入、移住者向け各種支援制度に
おける新たな取組を検討する。

住民主体の創意工夫を活かしたまちづく
り活動への支援等により地域全体が一
体となり、町の強みや特色を活かしたま
ちづくりを展開する。アフターコロナ期に
も県外観光客や外国人観光客が訪れた
くなるような安全安心で快適な観光環境
の構築を目指す。

今後の取組
これまでの施策展開の成果・効果検証

町検証 総合戦略推進協議会等意見

若い世代が住む家、住みたいと思う
家がない。町内に空き家はたくさん
あるので、空き家を整備して利活用
する方法はないのか。若い世代の
新規転入を促進するには、住まい
の整備は必須ではないか。

東北自然歩道の登山道整備は継
続的に必要である。あじゃら山から
の景色は素晴らしいため、現在利
用されていないゴンドラの乗り場を
活用し、テラスや展望台の設置を検
討してみたらどうか。現在ある資源
を活かしながら、環境を整備してい
くべきである。
まちづくりは、職員だけでなく、地域
住民や関係団体が一体となって進
めるべきものであり、まずはその機
運を醸成することが必要なのではな
いか。
外国人観光客を増やす方策として、
言語対応などの課題解決に向けた
取組を行うべきである。

４

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
に
よ
る
”
に
ぎ
わ
い
”
の
創
出

若者が住みよい住環境
や、ＵＩターンを促進して
いくとともに、町の各種
資源を最大限活用し、
官民協働によるまちづく
りの推進や国際交流を
推進することで交流人
口の拡大を図り、地域
への波及効果を高めて
いく。

①

住
み
や
す
い
わ
が
ま
ち
づ
く
り

〇移住相談件数
　Ｈ３０　　３件
　　　　↓
　　Ｒ７　１０件

〇空き家・空き地バンク
マッチング登録件数
　Ｈ３０　　０件
　　　　↓
　　Ｒ７　１０件

〇移住相談件数
　Ｒ１　７件

〇空き家・空き地バン
クマッチング登録件数
　Ｒ１　１件／累計１件

〇住民参加型まちづく
り事業申請件数
　Ｒ１　―件
　※Ｒ２より実施
参考
　Ｒ２　１２件

〇外国人宿泊客数
　Ｒ１　７，３７９人

〇ＵＩターン支援
　・移住促進事業

〇住宅支援
　・空き家等対策事業
　・地域情報通信基盤整備事業

移住相談はあるものの、移住者を
受け入れるための環境が整備され
ていないため、まずは環境整備に
取り組む必要がある。
イベント時に「空き家・空き地バン
ク」の利用相談ブースを設け、マッ
チングの促進に努めたが、なかな
か登録に至らない状況である。

自然を生かした「にぎわい」づくりに
より、関係人口を創出し、新しいひと
の流れをつくっている。しかし、一過
性のにぎわいである事業が多く、継
続的なにぎわいや人の流れに結び
ついていない。
スポーツ行事の活性化支援におい
ては、健康づくりや地域交流を図る
ため、「ニュースポーツフェスティバ
ル」を開催しているが、参加者が固
定化されつつある。

基本
目標

基本的な方向性 施策
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

〇純移動数（転入－転出）
　Ｈ３０　転出超過８１人
　　　　↓
　　Ｒ７　現状より減少

〇宿泊客数
　Ｈ３０　６９，４１８人
　　　　↓
　　Ｒ７　７６，０００人

〇純移動数（転入－転出）
　Ｒ１　転出超過８２人

〇宿泊客数
　Ｒ１　７１，２８５人

主な取組数値目標
数値目標
実績

〇資源・人材を活かしたにぎわいづくり
　・公園整備・運営事業
　・各種イベント活性化事業

〇街なか商店活性化支援
　・まちあるき推進事業

〇スポーツ行事の活性化支援
　・生涯スポーツ推進事業

②

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

〇住民参加型まちづく
り事業申請件数
　Ｈ３０　　０件
　　　　↓
　　Ｒ７　１０件

〇外国人宿泊客数
　Ｈ３０　　７，０３８人
　　　　↓
　　Ｒ７　１０，０００人


